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1. はじめに 

高炉スラグ微粉末は，これまで高炉セメントの一

部として，あるいは，混和材料として多く使用されて

きた．最近では，混和材を多量に混入したコンクリー

トの特性に関する報告書等 1）もまとめられている．

本研究は，粉末度の異なる高炉スラグ微粉末を多量

に混入させたモルタルの圧縮強度，塩分浸透深さ，中

性化深さについて実験的に検討した． 

2. 実験概要 

実験のフローを図-1に示す． 供試体作製後，圧縮

強度試験・塩分浸透試験・中性化深さ測定試験を実施

した． 

2.1 供試体概要 

 本研究では，粉末度が 3000，6000，10000cm2/gの

3 種の高炉スラグ微粉末を使用した．これをセメント

の一部に置換し，コンクリートを作製した．セメント

への置換率を 0，40，50，60，70％とした．表-1に示

方配合を示す．配合に従い 1 ケースあたり，円柱供

試体（φ50×100mm）を 54 本，角柱供試体（40×40

×160mm）を 18本作製した．打設・脱型後，供試体

を 28日間の水中養生をした． 

2.2 試験項目 

 養生終了後，圧縮強度試験（JIS A 1108），塩分浸透

深さ試験（JSCE-G571-2007），中性化深さ試験（JIS A 

1152）を実施した．塩分浸透深さは硝酸銀溶液を，中

性化深さはフェノールフタレイン溶液を噴霧して着

色した部分を計測した．また，中性化促進条件は温度 

20±2 ℃，相対湿度 60±5%，二酸化炭素濃度 5±0.2%

とし，3週間促進させた．全断面中性化しない期間と

して 3週間を設定した． 

3. 実験結果及び考察 

3.1 モルタルフロー値 

示方配合に従い作製したモルタルのフロー値を図

-2に示す．各粉末度で見ると，セメントへの置換率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 実験フロー 

表-1 示方配合 

 

 

 

 

 

Ad1:：ポゾリス No.70 Ad2：マイクロエア 303A 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 フロー値 

が多くなるに従い，粉末度 6000 cm2/g を除き置換率

60％まではフロー値が大きくなり，置換率 70%は置

換率 60％のフロー値よりも小さくなった． 

同置換率においては粉末度が大きくなると，徐々

にフロー値は小さくなった． 

3.2 圧縮強度・塩分浸透深さ・中性化深さ 

 圧縮強度・塩分浸透深さ・中性化深さの実験結果を

図-3～5に示す． 

 圧縮強度結果から，同置換率の場合，粉末度が大き 
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くなると圧縮強度も高くなった．これは粉末度が大

きい方がセメント硬化体の緻密化に優れているため

と考えられる．また，同粉末度の場合，いずれの粉末

度においても置換率 50％の場合が，最も圧縮強度が

高くなった．最も圧縮強度の増大に効果を発揮する

最適置換率が存在することが分かった．本実験では

置換率 50％が圧縮強度に対しては最適であった．粉

末度 3000の場合，多量に置換しても無混入のモルタ

ルの圧縮強度を越えることがなった．粉末度 3000の

適用には注意が必要である．これに対して粉末度

10000の場合は，いずれの置換率であっても無混入よ

り圧縮強度が高くなった． 

 塩分浸透深さ結果から，同置換率の場合，置換率

70％を除いて粉末度6000が最も塩分浸透深さが小さ

くなった．これに対して置換率70％では粉末度10000

が最も塩分浸透深さが小さくなった．粉末度10000の

高炉スラグ微粉末を使用する場合，物質浸透を妨げ

るためには多量の置換が必要であることが分かる．

しかし，無混入に比べ，いずれの場合も塩分浸透深さ

は小さくなり，塩分遮蔽効果が発揮されている． 

 中性化深さ結果から，いずれの粉末度においても

置換率40％および50％では中性化を確認することが

できなかった．これに対し，置換率 60％および 70％

において中性化を確認することができ，置換率 70％

の方がその深さが大きかった．これはセメント量が

少ない影響と考えられる．同置換率では，粉末度が大

きいほど中性化深さが小さくなった．無混入では中

性化を確認できなかったため，粉末度 6000 および

10000の高炉スラグ微粉末を使用する場合，中性化が

早期に進行する可能性がある． 

4. まとめ 

本研究は，粉末度の異なる高炉スラグ微粉末を高

混入させたモルタルの圧縮強度，塩分浸透深さ，中性

化深さについて実験的に検討した．その結果，得られ

た知見を以下にまとめる． 

(1) 同置換率の場合，粉末度が大きくなると圧縮強度

も高くなり，また，同粉末度の場合，いずれの粉

末度においても置換率 50％の場合が最も圧縮強

度が高くなった． 

(2) 同置換率の場合，置換率 70％を除いて粉末度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 圧縮強度試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 塩分浸透深さ結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 中性化深さ結果 

6000 が最も塩分浸透深さが小さくなった．これ

に対して置換率 70％では粉末度 10000 が最も塩

分浸透深さが小さくなった． 

(3) いずれの粉末度においても置換率 40％および

50％では中性化を確認することができなかった．

これに対し，置換率 60％および 70％において中

性化を確認することができ，置換率 70％の方が

その深さが大きかった． 
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